
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度埼玉の子ども 70 万人体験活動 

● 文化庁事業「文化芸術による子供の育成事業」により、「瓦照苑」

による能の公演を行った。子供たち自身も多くの体験の中から、

謡の練習を続け「雷電」の中で、共演を果たした。 

● 保護者や学校応援団、地域にも回覧により参加を呼びかけ、学校 

  家庭・地域が一体となった行事として実施した。 

 
 

● 能はなかなか見る機会のない演目であり、伝統芸能を間近で鑑

賞できたことは、貴重な体験となった。国語・音楽等の学習にも

つながる鑑賞会となった。 

● ３０名近くの保護者や地域の方々の参加が得られた。「なかなか

見られない、いい機会だった」等、ご満足いただけたご意見を多

数得ることができ、地域連携に意義ある取組となった。 

● 初めて能を見ました。台詞はあまりよくわかりませんでしたが、すご
い迫力でした。五人囃子の楽器の奏でる音がきれいでした。 

● 楽器の演奏や歌声の響き、物語によって能面が変化していくとい

う「雷電」を鑑賞し、７００年も前から続いている日本伝統文化

の重みを感じました。 

。 

全学年児童参加 

文化芸術体験 

瓦照苑のみなさん

による能の鑑賞！

子供たちも狂言や

謡、打楽器の練習に

も参加！ 


